
おきさきさまは、また、

いすにこしをおかけにな

りました。そうして、お

うさまは、まっかにおこ

って、おしゃべりひめを

おにらみになりました。

「このばかひめめ。おま

えのように、よけいなこ

とをおしゃべりするやつ

は、みたことがない。こ

のうえ、そんなことを、

おしゃべりしたら、いし

のろうやへいれてしまう



ぞ」と、おおきなこえで

おしかりになりました。

「これからは、ほんとう

のことを、おはなしなさ

い。ね、いいこだから」

と、おかあさまのおきさ

きさまが、おとりなしに

なりました。けれどもお

しゃべりひめは、へいき

でこういいました。「い

いえ。これからがほんと

うなのです。いままでの

は、こんどのほんとうに



おもしろいおはなしをす

るために、おはなしした

のです」「なに、これか

らが、ほんとうにおもし

ろいはなしだというの

か」「それは、どんなは

なしですか」と、おうさ

まも、おきさきさまもお

たずねになりました。お

しゃべりひめは、また、

おはなしをはじめまし

た。「あたしは、いまま

でおはなしした、ふたつ



のゆめがさめますと、ほ

んとにこんやは、へんな

ばんだとおもいました。

だって、ねていれば、お

とこがきそうだし、じょ

ちゅうのへやにいった

ら、また、


